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第5章 将来像と目標 

5.1 将来像 

本市水道事業は、地下水という比較的良質な水源を持ち、市内のほぼ全域へ安定供

給できる体制を築いてきました。これからは、安全な水を安定して供給するだけでは

なく、それを次の世代（未来）へと“うけついで”いくことが求められています。 

そこで、“故郷
ふるさと

の水”として市民に愛される水道をめざし、たゆまぬ努力を続けて

いく意志を示すものとして、本市水道事業の将来像（あるべき姿）は一部改訂前と同

様に『未来へうけつぐ故郷
ふるさと

の水』とします（図 5.1 参照）。 

 

ふ る さ と【将来像】

 

図 5.1 本市水道事業の将来像 
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5.2 目標及び施策体系 

5.2.1 目標 

目標とは、本市水道事業の将来像（あるべき姿）から立ち返り、本ビジョンの目

標年度にあたる令和 11 年度までにめざすべき水準です。 

前回ビジョンでは、当時の国の水道ビジョンで示されていた『安心』、『安定』、

『持続』、『環境』及び『国際』の視点を参考にして目標を設定していましたが、今

回のビジョン見直しでは、国の新水道ビジョンで新たに示された『安全』、『強靭』

及び『持続』の視点を参考にして目標を設定します。設定にあたっては、将来像で

示した“うけつぐ”という言葉とのつながりを意識して標語を作成しています（図 

5.2～図 5.3 参照）。 

 

サ
ー
ビ
ス
水
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計画開始
目標

（8年後）
将来

時間

将来像（あるべき姿）から
立ち返る（バックキャスト）

当
面
の
目
標
水
準

令和11年度平成24年度

未来へうけつぐ

故郷の水
ふるさと

将来像

目 標

安全

強靭

持続

安全で
信頼されつづける水道

いつでも
送り続けられる水道

いつまでも
使い続けられる水道

現状

令和3年度

 

図 5.2 将来像と目標の関係 
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現行ビジョンの4つの目標から

安心
安全で
信頼されつづける水道

安心して飲んでもらえる“安全”な水を

みなさまのもとまで届けるため、水処理工
程や水輸送工程での管理体制を強化し、未
来にわたって“信頼されつづける水道”を
めざします。

安定
いつでも
送りつづけられる水道

平常時に限らず、地震等の非常時も含めて
“いつでも”水道水を“送りつづけられ
る”ようにするため、リスク分散を踏まえ
た施設配置とネットワーク化、老朽施設や
管路の更新・耐震化、応急復旧等のバック
アップ体制強化といった災害に強い水道を
めざします。

持続
いつまでも
使いつづけられる水道

今後予想される人口減少社会において、
“いつまでも”水道水を“使いつづけられ
る”ことをめざし、健全経営に向けた取組、
水道を身近に感じてもらうためのPR、組織
力の維持に努めます。

環境
国際

地球・環境に
やさしい水道

地球温暖化等の環境問題に対し、一事業
者として率先して取り組まなければなりま
せん。東日本大震災後の電力需要も踏まえ、
“環境にやさしい水道”をめざします。ま
た、グローバル化する世の中で日本の持つ
高度な水道技術が役立てられるように本市
水道事業も取り組みます。

安全
安全で
信頼されつづける水道

安心して飲んでもらえる“安全”な水を

みなさまのもとまで届けるため、水処理工
程や水輸送工程での管理体制を強化し、未
来にわたって“信頼されつづける水道”を
めざします。

強靭
いつでも
送りつづけられる水道

平常時に限らず、地震等の非常時も含めて
“いつでも”水道水を“送りつづけられ
る”ようにするため、リスク分散を踏まえ
た施設配置とネットワーク化、老朽施設や
管路の更新・耐震化、応急復旧等のバック
アップ体制強化といった災害に強い水道を
めざします。

持続
いつまでも
使いつづけられる水道

今後予想される人口減少社会において、
“いつまでも”水道水を“使いつづけられ
る”ことをめざし、健全経営に向けた取組、
水道を身近に感じてもらうためのPR、組織
力の維持に努めるとともに、環境にやさし
い水道をめざします。

新ビジョンの3つの目標へ

目標の見直し

 

図 5.3 現行ビジョンの 4 つの目標と今回ビジョンの 3 つの目標 
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5.2.2 施策体系 

前回 4 つの目標をもとに整理されていた施策を 3 つの目標で整理し直します。 

3 つの目標を実現するための施策として、図 5.4 に示す 28 の実施方策（このう

ち、重点施策は 9 つ）を行います。 

未
来
へ
う
け
つ
ぐ
故
郷
の
水

目 標 実施方策

水質検査体制の充実

衛生管理体制の強化

バックアップ機能の増強

応急給水体制の強化

危機管理マニュアルの定期的な見直し

経費のさらなる節減

料金の公平な徴収

窓口サービス等顧客サービスの向上

個人情報の保護対策

より公平な入札制度への改革

省エネルギー対策の推進

資源のリサイクル

国際貢献策の検討

収入源の確保

事業評価の実施

適切な情報の公開

環境負荷の低減

未給水の解消

将来像

水源計画の見直し

施設の統廃合

施設や管路の耐震化

効率的な資産管理

料金体系等の適切な見直し

柔軟な組織機構への改革

老朽設備や老朽管の更新

人材育成・職員の意識改革

安全で
信頼されつづける水道

安全

いつでも
送りつづけられる水道

強靭

いつまでも
使いつづけられる水道

持続

技術者の確保

貯水槽水道の設置者への働きかけ

環境
国際

持続

安定

安心

前回
目標

 

図 5.4 本市水道ビジョンの施策体系図 


